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「
会
津
磐
梯
山
は
宝
の
山
よ
」
と
民
謡

に
も
歌
わ
れ
る
磐
梯
山
は
、
標
高

１
８
１
９
m
、
福
島
県
猪
苗
代
湖
の
北
に
位

置
す
る
活
火
山
で
あ
る
。

南
麓
の
表
磐
梯
の
穏
や
か
な
山
の
姿
は
、

北
麓
の
裏
磐
梯
で
は
一
変
。
噴
火
に
よ
る

山
体
崩
壊
で
生
じ
た
荒
々
し
い
山
肌
を
み

せ
る
。

１
８
８
８
年
の
噴
火
で
は
、
水
蒸
気
爆
発

で
発
生
し
た
岩
屑
な
だ
れ
に
よ
っ
て
北
麓
の

村
落
が
埋
没
し
、
死
者
４
７
７
名
を
出
す
大

災
害
と
な
っ
た
。
こ
の
噴
火
は
、
近
代
日
本

を
襲
っ
た
最
初
の
大
規
模
自
然
災
害
と
い
わ

れ
る
。
観
測
体
制
が
な
い
当
時
は
予
知
情
報

も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
一
週
間
程
前
か
ら

続
い
て
い
た
震
動
や
遠
雷
の
よ
う
な
音
が
噴

火
の
前
兆
と
は
認
識
さ
れ
ず
、
予
め
避
難
す

る
こ
と
な
く
多
く
の
住
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

こ
の
時
、
火
口
に
あ
っ
た
長
さ
８
・
２
m
、

高
さ
３
m
あ
ま
り
の
岩
の
巨
塊
が
火
山
性
泥

流
に
よ
っ
て
約
５
㎞
離
れ
た
場
所
ま
で
流

さ
れ
た
。
こ
の
岩
は
「
見み

ね祢
の
大
石
」
と

呼
ば
れ
、
火
山
性
泥
流
が
遠
距
離
ま
で
巨
石

を
運
ぶ
事
実
を
示
す
学
術
的
に
も
貴
重
な
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
桧
原
湖
や
五
色

沼
等
、
裏
磐
梯
の
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る

数
々
の
湖
沼
が
こ
の
噴
火
に
よ
っ
て
誕
生
し

て
い
る
。

郷土のシンボル「会津富士」

磐梯山と桧原湖（裏磐梯  野鳥の森展望台から）

磐梯山
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 21 年 3 月 31 日に噴火警戒レベル１・平常と発表後、 
予報警報事項に変更はない（9 月 23 日現在）。

磐
ばんだいさん

梯山

Vol. 15

福島県
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避難訓練の時に、校長先生が災害
の時の持ち出しバックの話をして
下さいました。防災ポスターを画
く時にその話を思いだしました。そして、
校長先生から持ち出しバックを借りて、中に何を入れておけ
ばよいのかをみんなで考えました。

例えば、かいちゅう電燈は、停電になった時に必要です。
ラップを用意しておくと意外と便利だと知りました。災害が
おこった時のことを考えると、「持ち出しバックを用意して
おいた方がいいなぁ」と思いました。

ポスターのことばは校長先生が言っておられたことばを思
い出して書きました。

受賞のことを聞いてびっくりしました。「やったぁー！」
と思いました。“がんばったから選ばれた＂と思いました。受
賞で東京に行けるなんて思ってもいなかったので、とてもう
れしいです。松山のおじいちゃん、おばあちゃんもとても喜
んでくれました。

�
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自
治
体
に
お
け
る
備
蓄

市
区
町
村
等
の
自
治
体
で
は
、
災
害

発
生
時
に
避
難
所
と
な
る
公
立
小
中
学

校
や
自
治
体
所
有
の
施
設
等
に
災
害
に

備
え
た
備
蓄
倉
庫
を
設
け
、
水
や
食
糧
、

生
活
必
需
品
、
医
薬
・
医
療
品
、
ま
た

防
災
資
機
材
を
配
置
・
管
理
し
て
い
る
。

食
料
の
備
蓄
と
飲
料
水
の
確
保

港
区
で
は
、
区
立
小
中
学
校
や
区
が

管
理
す
る
施
設
等
、
約
1
0
0
ヶ
所
に

防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て
い
る
。

食
糧
は
、
自
宅
が
被
災
し
て
避
難
所
に

避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
の
想
定
人
数
に

基
づ
き
算
定
し
た
2
日
分
を
備
蓄
。
高
齢

者
や
乳
幼
児
向
け
に
、
白
粥
、
食
べ
や
す

い
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
乾
パ
ン
、
粉
ミ

ル
ク
な
ど
も
備
蓄
し
て
い
る
。

ま
た
、
飲
料
水
は
、
最
低
限
必
要
な

量
と
し
て
一
人
一
日
3
ℓ
を
基
準
に
確

保
し
て
い
る
。
給
水
所
や
、
小
中
学
校
、

区
所
有
施
設
の
受
水
槽
か
ら
の
給
水
の

他
、
民
間
ビ
ル
と
の
間
で
飲
料
水
使
用

協
定
を
締
結
す
る
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

区
立
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
を
ろ
水

機
で
ろ
過
し
、
飲
料
水
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

避
難
者
の
た
め
の
備
蓄
品

災
害
発
生
後
、
区
民
は
安
否
確
認
等

の
た
め
近
所
の
一
時
集
合
場
所
に
集
合
、

あ
る
い
は
火
災
延
焼
の
危
険
が
あ
れ
ば

広
域
避
難
所
へ
一
時
避
難
。
そ
の
後
自

宅
に
被
害
が
な
く
、
火
災
延
焼
の
危
険

も
な
く
な
れ
ば
、
基
本
的
に
自
宅
へ
帰

宅
す
る
。
港
区
で
は
、
災
害
発
生
後
、

区
民
が
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
自

助
で
3
日
分
を
目
安
と
し
た
非
常
食
を

備
蓄
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

人
づ
く
り
、
組
織
作
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
自
治
体

職
員
や
教
職
員
の
到
着
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
被
災
住
民

が
鍵
を
壊
し
て
避
難
所
を
開
け
た
例
も

あ
っ
た
と
い
う
。
大
規
模
災
害
が
発
生

す
れ
ば
、
自
治
体
職
員
も
被
災
者
と
な

り
、
災
害
出
動
に
遅
れ
が
出
る
こ
と
も

当
然
あ
り
得
る
。
ま
た
、
港
区
の
場
合
、

区
内
在
住
職
員
は
、
全
職
員
の
約
1
割
。

そ
こ
で
、
災
害
発
生
直
後
に
は
地
域
の

力
が
重
要
な
即
戦
力
と
な
る
。

港
区
は
、
共
助
促
進
の
一
環
と
し
て
、

災
害
時
に
地
域
の
防
災
会
（
町
会
、
自

治
会
）、
事
業
所
、
P
T
A
等
が
協
力
し

て
避
難
所
運
営
や
避
難
誘
導
な
ど
を
行

う
た
め
の
地
域
組
織
「
地
域
防
災
協
議

会
」
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
避
難

所
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
や
炊
き

出
し
用
資
機
材
の
使
用
方
法
等
に
つ
い

て
、
助
言
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

備
蓄
物
資
が
あ
っ
て
も
、
迅
速
か
つ

円
滑
に
運
用
で
き
る
組
織
が
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。
港
区
で
は
、
地
域
の
人

づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
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写真：
（財）消防科学総合センター
災害写真データベースから
http://www.isad.or.jp/ いつ、どこで、災害が起こるかわからない。いざ巨大地震が発生したときに必要

となるのが、水や食糧等の災害に備えた備蓄品である。

今号では、港区と港区の超高層マンションを、公助（市区町村）と共助（自主防災組織）
の事例として、また、専門家の家庭を自助（家庭）の事例として、それぞれどのよ
うな備えをしているのかみてみよう。



【食糧】
乾パン ( スティックタイプ）、缶入り粥、アルファ化米、パンの
缶詰、調整粉乳、ミネラルウォータ等
※アルファ化米とは、米飯を炊いた後に乾燥させたもの。湯や水を加
えて柔らかくして食べる。湯を注いで 30 分程度、水を注いでも 1時間
程度で食べられる。	

【救助用資機材等】
投光機、発電機、炊き出し用バーナー、電気メガホン、テント、
簡易便所、ポータブルトイレ、担架、組み立て式リヤカー、大
工道具セット、救出用資器材セット、間仕切りパネル等

【生活必需品】
毛布、カーペット、バケツ、タオル、石鹸、ポリタンク、調
理器具、食器、ゴミ収集袋、オムツ（子供用、大人用）、哺乳
瓶とスペアの乳首、多機能ラジオ、乾電池、生理用品、肌着、
ブルーシート等
※哺乳瓶、乳首、調整粉乳、水、オムツ（子供用）等はセットにしている

【医療防疫用資機材】
災害医療資機材 7点セット、救急用医療セット（消毒液、包帯、
ガーゼ等）等

【燃料等】ガソリン、オイル、灯油

港区備蓄品一覧より一部抜粋（2009 年 4 月 1 日現在）

ぼ う さ い      9 月号  ( 第59 号 )�

食糧
避難者の想定人数から算定した 2 日分を備蓄

ろ水機
区立小中学校に配備し、プール等の水をろ過して
飲料水として利用

マンホールトイレとトイレ用テント
簡易トイレの備蓄と合わせて 

下水道に直結したマンホールトイレの 
整備も進めている。

港区では、マンホールの蓋に 
刻印された「トイレ」の文字が目印

救助用工具セット
リュックサックタイプになって
おり、担いで現場に急行できる

（バール、大型ハンマー、ボルト
カッター、ロープ、折込み鋸）

毛布、カーペット
毛布は、軽量でかさばらない 
フリース素材への買い換えを進めた

（写真提供　港区）
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超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
災
害

に
備
え
た
備
蓄

建
設
が
相
次
ぐ
高
層
、
超
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
。
い
ざ
大
き
な
地
震
が
起
き
れ

ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
は
使
え
な
く
な
り
高

層
階
に
住
民
が
取
り
残
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
「
高
層
難
民
」
問
題
が
近
年
認
識

さ
れ
て
い
る
。

港
区
に
あ
る
芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
地

上
49
階
の
超
高
層
棟
を
中
心
と
し
た
５
棟

に
約
４
千
世
帯
、
港
区
人
口
の
５
％
に
あ

た
る
約
1
万
人
が
居
住
。
分
譲
棟
と
賃
貸

棟
が
ひ
と
つ
の
自
治
会
を
構
成
し
て
い

る
。
全
５
棟
の
う
ち
分
譲
棟
2
棟
各
々
で

住
民
に
よ
る
管
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
地

震
に
備
え
た
備
蓄
品
の
整
備
や
住
民
交
流

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
き
た
。

基
本
は
自
助

芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
自
治
会
の
防
災
対

策
は
自
助
を
基
本
と
し
、
そ
れ
を
共
助

で
補
う
と
い
う
方
針
だ
。

2
0
1
0
年
５
月
、
自
治
会
全
体
の

防
災
計
画
書
、
そ
し
て
、
分
譲
棟
の
ケ
ー

プ
タ
ワ
ー
、
グ
ロ
ー
ヴ
タ
ワ
ー
の
2
棟

で
も
、
自
治
会
主
導
の
も
と
各
棟
の
防

災
計
画
書
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
た
。
災

害
発
生
時
の
安
否
確
認
等
の
情
報
伝
達
、

備
蓄
品
の
取
扱
い
、
避
難
誘
導
等
の
詳

細
を
明
記
。
自
治
会
で
は
、
日
頃
か
ら

港
区
と
の
情
報
交
換
等
で
連
携
を
行
い

な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
は
自
助
と
共

助
で
持
ち
こ
た
え
る
た
め
の
防
災
計
画

書
を
作
成
し
た
。

分
散
備
蓄
と
５
～
７
日
分
の

備
え  

― 

ケ
ー
プ
タ
ワ
ー
の
場
合

一
般
的
に
備
蓄
品
は
災
害
発
生
か
ら

３
日
分
を
用
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
港
区
で
は
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
使

用
不
能
、
水
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復
旧
ま
で
の
時
間
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
７
日
間
程
度
の
備

蓄
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
ケ
ー
プ
タ
ワ
ー
管
理
組
合
で

は
、
各
家
庭
で
あ
る
程
度
食
糧
備
蓄
が

あ
る
と
想
定
し
、
こ
れ
を
補
完
す
る
か

た
ち
で
３
日
分
の
水
や
食
糧
を
準
備
。

簡
易
ト
イ
レ
と
合
わ
せ
て
、
全
フ
ロ
ア

へ
の
分
散
備
蓄
を
完
了
し
て
い
る
。

情
報
提
供
と
階
段
を
使
っ
た

避
難
対
策  

― 

グ
ロ
ー
ヴ
タ
ワ
ー
の
場
合

グ
ロ
ー
ヴ
タ
ワ
ー
管
理
組
合
で
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
水
の
備
蓄
は
あ
る
が
、

そ
の
他
の
食
糧
備
蓄
は
行
っ
て
い
な
い
。

費
用
の
面
、
食
の
好
み
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
心
配
等
が
主
な
理
由
。
そ
こ
で
、
防

災
食
の
試
食
・
販
売
会
の
開
催
等
に
よ

り
、
住
民
自
ら
食
糧
備
蓄
を
行
う
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。
グ
ロ
ー
ヴ
タ
ワ
ー

が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
情
報
発
信
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
シ
ー
ト
型
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
等
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
を
４

フ
ロ
ア
ご
と
に
配
置
。
ま
た
、
階
段
に

よ
る
避
難
を
想
定
し
、
傷
病
者
や
高
齢

者
を
運
ぶ
た
め
の
非
常
用
階
段
避
難
車

や
布
担
架
も
準
備
し
て
い
る
。

自
治
会
主
導
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り芝

浦
ア
イ
ラ
ン
ド
自
治
会
長
の
額
田

晋
さ
ん
に
よ
る
と
、
2
棟
の
賃
貸
棟
に

つ
い
て
は
近
日
中
に
防
災
計
画
書
づ
く

り
を
進
め
る
予
定
。

「
本
格
的
な
防
災
対
策
の
た
め
の
フ

レ
ー
ム
が
や
っ
と
出
来
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
防
災
計
画
書
に
基
づ
く
訓
練

等
の
実
施
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
災
害

時
の
対
応
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
加
え
、
住

民
同
士
の
交
流
促
進
等
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
協
力
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

�

芝浦アイランド

防災食の試食・特別価格販売会
（グローヴタワー　2010.7.4）

（写真提供　グローヴタワー管理組合理事会）

Case2 Case1
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両タワー共通備蓄品：

ペットボトル入り飲料水（5 年保存）、簡易トイレ（7 年保存）、ア
ルミ組立式リヤカー、バルーン投光機、インバータ発電機、緊急時
用浄水装置 + ろ過材、災害用マンホールトイレ

その他：

芝浦アイランドのマンションの給水方式は受水槽方式（水道本管か
らくる水道水を一度水槽に貯めてから各戸へ給水）。災害時には受
水槽に貯まっている水を住民に供給

備蓄品保管場所：

（１）防災備蓄倉庫（各タワー内１箇所）

（２）電気ケーブル類の配管用スペース（各フロア）

ケープタワー管理組合 グローヴタワー管理組合

約 1,100 世帯、約 2,600 人。

備蓄品：

水、トイレ、食糧 3 日分程度を
準備

ペットボトル入り飲料水 (1.5ℓ) 
7,800 本、簡易トイレ 31,200 個
等。食糧は、非常災害用クラッ
カー、アルファ化米（しそわか
めご飯、えびピラフ、ドライカ
レー、山菜おこわ等）

約 830 世帯、約 2,000 人。

備蓄品：

発災時の在宅者人数が不明のた
め、何日分という算定はしてい
ない

ペットボトル入り飲料水 (1.5ℓ) 
6,000 本、簡易トイレ 24,000 個
等

※災害発生時には、各フロアで安否確認後、ケープタワーは、備蓄食糧等を各世
帯に分配予定。グローヴタワーは、在宅者人数等の状況により備蓄品分配等を検
討予定。

飲料水、簡易トイレ、食糧
地震発生後もマンション内で生活を続けるには、生命
を維持する水の備蓄に加え、トイレの整備も必須。簡
易トイレは、排便収納袋と薬剤のセット。収納袋を便
器やバケツ、段ボール箱等に 1 回ずつセットして使用。
使用後は焼却可能。食糧は、クラッカーやピラフ、赤
飯等いろいろな種類のアルファ化米を備蓄（食糧備蓄
はケープタワーのみ）

緊急時用浄水装置
近隣プールなどの水をろ過・ 

殺菌処理し、飲料水として確保

布担架（上）と救急箱（下）
（グローヴタワー）

布担架は、8 フロアごとに１つ配
置。担ぎ手の人数を増やし、運
搬者の負担を減らせるハンドル

数の多いものを選択。救急箱は、
１、２階と高層階（30 階）に 

分散した配置を考えている

シート型ホワイトボード、ペン、トランシーバーといった 
情報ツールを４フロアごとに 1 セットづつ分散備蓄

（グローヴタワー）
シート型ホワイトボードは、何度でも書き消し可能。静電気で張り付く
ので粘着テープや画鋲は不要。各フロアのエレベーターホールに貼り、
救援物資の入手や配布等、住民へ情報伝達。トランシーバーがあれば、
高層階住民とも容易に情報伝達できる

非常用階段避難車
（グローヴタワー）

傷病者や高齢者を一人で安全に避難 
させることができる階段避難器具

（写真提供　グローヴタワー管理組合
理事会）
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家
庭
で
準
備
す
る 

備
蓄家

庭
の
備
蓄
品
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
備
え
た

ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
国
崎
信
江
さ
ん
（
平
成

22
年
5
月
号
か
ら
「
防
災

Q
&
A
」
シ
リ
ー
ズ
執
筆
中
）

に
自
宅
の
備
蓄
品
に
つ
い
て

聞
い
て
み
た
。

３
段
階
の
備
蓄
品

自
宅
の
備
蓄
品
は
、
緊
急

避
難
時
に
す
ぐ
持
ち
出
す
も

の
（
1
次
品
）、
災
害
発
生

か
ら
3
日
間
を
生
き
抜
く
た

め
の
も
の
（
2
次
品
）、
長
引

く
避
難
生
活
を
で
き
る
だ
け

快
適
に
す
ご
す
た
め
の
も
の

（
3
次
品
）
と
、
3
段
階
に
分

け
て
備
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
外
出
時
の
被
災
に
備
え
、

普
段
持
ち
歩
く
バ
ッ
グ
に
も

防
災
グ
ッ
ズ
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。

自
分
や
家
族
に
あ
っ
た

も
の
を
選
ぶ　

防
災
品
を
選
ぶ
際
に
は
、

自
分
や
家
族
に
必
要
な
も
の
、

�

（備品一例）

1 次品　「防災ベスト」
緊急避難の際に直ぐ持ち出せる、最低限のサバイバルグッズを入れたベスト。地震等の災害発生時には、「防災ベスト」とヘルメットを各自着用
して避難する。直ぐ取り出せるように、玄関の近くや子供部屋にハンガーにかけて保管。グッズは、多くのポケットに分散されるので着用時に
もそれほど重さを感じない。また、ベストを着用しながら、子供やけが人を背負うことも可能。ポケットが多いアウトドア用ベストでも代用で
きる。子供が大きくなってきたら、自分の防災ベストの中身は自分で詰めるようにすると防災意識の向上にも役立つ。

防災グッズは、いつも携帯
普段から、バッグの中にも急場がしのげる必要最小限の防災グッズを携帯。外出中の災害で、エレベーター等に閉じ込められる場合も想定し、
携帯トイレ、暑さや寒さをしのぐ小物、お菓子等も入っている。

ゼリー飲料

非常食（お菓子等）

扇子（夏季の暑さ対策）

ティッシュ

ウエットティッシュ

除菌剤

マスク

大判のハンカチ

笛

非常用覚書（貴重品リ
スト等）

我が家の防災マニュア
ル

煙フード

簡易トイレ

懐中電灯と乾電池

身分証明書

筆記具

携帯電話と充電器

現金（紙幣と硬貨）

（備品一例）

ゼリー飲料

非常食

お菓子（あめ、チョコ、
クッキー等）

使い捨てカイロ

ティッシュ

ウエットティッシュ

救急絆創膏と包帯

マスク

おしりふき

レインコート

バンダナ

着替え

タオル軍手

携帯型ライト

笛

携帯トイレ

携帯ラジオと乾電池

給水袋（給水車から水
をもらうため）

おもちゃ（子供用）

防災手帳（緊急連絡先、
集合場所記載）

※煙フードは耐熱温度が 400℃程度。煙の温度が高くない火災
の初期段階には有効
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使
い
や
す
い
、
食
べ
慣
れ
て

い
る
と
い
っ
た
「
相
性
」
を

考
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
詰
め

込
み
す
ぎ
て
、〝
重
く
て
持
ち

出
せ
な
い
非
常
持
出
袋
〟
で

は
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
こ

だ
わ
っ
て
揃
え
た
も
の
な
ら
、

買
っ
た
ま
ま
一
度
も
開
け
ず

に
し
ま
い
込
む
と
い
う
こ
と

も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
る

「
こ
れ
で
な
け
れ
ば
絶
対

ダ
メ
！
」
と
い
う
よ
う
な
固

定
概
念
を
捨
て
て
、
例
え
ば
、

持
ち
や
す
い
リ
ュ
ッ
ク
に
入

れ
て
み
る
。
ま
た
、
普
段
携

帯
す
る
防
災
グ
ッ
ズ
は
、
好

き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
付
い

た
懐
中
電
灯
や
携
帯
の
充
電

器
、
お
菓
子
ひ
と
つ
か
ら
で

も
い
い
の
で
す
。
そ
ろ
え
る

品
物
の
内
容
も
費
用
も
、〝
い

か
に
負
担
に
感
じ
な
い
で
で

き
る
か
〟
と
い
う
こ
と
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

�

（
撮
影　
浅
山　
美
鈴
）

2 次品　非常持ち出し袋
緊急避難後、安全が確保されてから家族が 3 日間生き延びるための水、
食料、生活必需品。内容は、アウトドアの旅行用品をベースに、さらに、
応急手当の医薬品、暑さ・寒さ対策の小物等、電気や水道等のライフラ
インが途絶えたときに必要なものをプラス。膨大な量になるので、持ち
運びに便利なように 3 つに分けて、玄関近くや車のトランクなどに保管。
食料や電池等は、年に３、４回は期限などをチェック。避難ロープやレ
ジャーシート等は防災教室などで災害時の使い方を確認しておく。

3 次品　自宅倉庫の防災用品
自宅のストックルームや庭の倉庫に備蓄している家族の１～２週間程度の食料や生活必需品。３日以上、さらに避難生活が長引いた場合にで
きるだけ快適に過ごすためのもの。内容は、普段から多めに買い置きしている食料や生活必需品をベースに、さらに非常食をプラス。食器や
調理器具はキャンプ用品と兼用。水は、ペットボトルのミネラルウォータの他、宅配水のストックや光触媒の効果で 3 年間水の交換が不要
なポリタンクも用意。避難生活が長引いた場合、非常食だけで過ごすのは難しいので、レトルト食品やパスタ等、家族が食べ慣れた食品も備
えている。賞味期限がせまった食品は普段の食事や趣味のキャンプで使用して入れ替え。

（備品一例）

3 日分の非常食（缶詰、缶入
りパン、餅等）

水

食器類

給水袋

タオル

医薬品

歯ブラシ・歯磨きシート

携帯トイレ

生理用品

トイレットペーパー

ビニール袋

ウエットタオル

消臭スプレー

使い捨てカイロ

応急手当テキスト

救急セット（消毒薬、ガーゼ、
包帯等）

マスク

綿棒、脱脂綿

着替え

雨具

懐中電灯

乾電池

ロープ

マッチ

ライター

ロウソク

レジャーシート

ガムテープ

軍手

煙フード

万能ナイフ

避難ロープ

防災用ブランケット

ラジオ

貴重品

筆記用具

油性マジックペン

非常食（缶詰、レトルト食品、
麺類、米、餅、お菓子等）

水

トイレットペーパー

ティッシュ

大型の簡易トイレ

食器

鍋、やかん

ガスボンベ

カセットコンロ

ランタン

テーブルと椅子

レジャーシート

寝袋

燃料

着火材

ライター

マット

段ボール

ポリタンク

テント

（備品一例）
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天災は、他人事ではない 
明日は我が身

俳優・歌手

杉良太郎さん

Active 
Human  
List 3

今
年
で
芸
能
活
動
46
年
目
を
迎
え
た
杉
良
太
郎
さ
ん
。

テ
レ
ビ
や
舞
台
で
活
躍
を
続
け
る
一
方
、
15
歳
の
時
に
初
め
て
刑
務
所
を

慰
問
し
て
以
来
、
国
内
外
で
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

１
９
９
５
年
1
月
17
日
、
杉
さ
ん
は
、
仕
事
の
た
め
に
宿
泊
し
て
い
た 

大
阪
の
ホ
テ
ル
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
、「
早
く
、
何
か
自
分
に 

出
来
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
行
動
を
起
し
ま
し
た
。

すぎ・りょうたろう●俳優、歌手。1944 年
兵庫県神戸市生まれ。1965 年歌手デビュー。
1967 年 NHK「文五捕物絵図」の主役に抜擢さ
れ、以来、1,400 本以上のテレビ番組に主演。
2009 年紫綬褒章受章。また、民間人として
は初めて法務省の特別矯正監を拝命。外務省
から日本ベトナム特別大使、ベトナム政府か
らはベトナム日本特別大使を委嘱。現在、子
どもたちが制作した短編映像を上映する「ア
ジア国際子ども映画祭」の名誉会長も務め
る。子供たちの本当の心を知りたいと、自ら
提唱した同映画祭は、今年で 4年目を迎えた。
2010 年は、アジア地域 11 カ国から子供たち
の作品が参加し、12 月に鹿児島県指宿市で本
選が開催される予定。
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震
災
後
、
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
等
、

入
っ
て
い
た
仕
事
を
終
え
る
と
、

杉
さ
ん
は
直
ぐ
に
動
き
出
し
た
。

「
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
や
友
人
、
知
人
に

頼
み
、
近
隣
の
大
阪
、
奈
良
、
和
歌
山

等
か
ら
、
様
々
な
救
援
物
資
を
買
い
集

め
ま
し
た
。
電
池
や
紙
お
む
つ
な
ど
の

生
活
物
資
。
ま
た
、
寿
司
職
人
さ
ん
に

頼
ん
で
、
１
０
０
０
人
分
の
巻
き
寿
司

を
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

道
路
は
破
壊
さ
れ
、
神
戸
へ
の
陸
路

が
寸
断
さ
れ
て
い
た
。
杉
さ
ん
は
救
援

物
資
を
運
ぶ
た
め
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２

機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
現
地
に
入
り
、

そ
こ
か
ら
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
何
度
も
ピ

ス
ト
ン
輸
送
し
て
、
被
災
し
た
人
々
に

物
資
や
巻
き
寿
司
を
配
っ
て
回
っ
た
。

こ
の
震
災
で
は
、
神
戸
市
内
に
あ
っ
た

杉
さ
ん
の
生
家
も
全
壊
し
た
。

「
故
郷
が
消
え
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
気
持
ち

で
し
た
」

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
15
年
を
経
て
、
神
戸
で

も
震
災
の
記
憶
が
薄
れ
て

い
く
こ
と
を
懸
念
す
る
声

が
聞
か
れ
て
い
る
。

「
つ
ら
い
こ
と
を
忘
れ

ら
れ
る
か
ら
、
明
日
が
あ

る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
語

り
た
く
な
い
人
、
聞
か
れ

た
く
な
い
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
震
災
を
体
験
し
て

い
な
い
子
供
た
ち
に
、
何
が
あ
っ
た
の

か
を
話
し
て
聞
か
せ
る
機
会
は
失
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中

越
地
震
の
際
も
、
杉
さ
ん
は
、
大
量
の

生
活
必
需
品
や
、
冷
凍
し
た
１
０
０
０

人
分
の
手
作
り
カ
レ
ー
を
持
っ
て
現
地

入
り
し
、
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
た
り
、

仲
間
と
共
に
雪
下
ろ
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
参
加
し
た
。

「
神
戸
の
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
も
の
が
相
当
認
知
さ
れ
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
際
『
い
く
ら
や
っ

て
も
お
礼
を
言
っ
て
く
れ
な
い
』
と
い

う
人
た
ち
が
い
た
。『
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ん
て
や
ら
な
い
』
と
非
常
に
気
ま

ず
い
思
い
を
抱
え
て
帰
っ
た
人
も
多
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
根
付
い
た
の
は 

3
分
の
1
ぐ
ら
い
の
人
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
見
返
り
を

求
め
た
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
。
被
災
者
は
、

相
当
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
気
配
り
が
で
き

れ
ば
被
災
者
と
は
言
わ
な
い
で
す
よ
ね
。

〝
い
つ
の
間
に
か
来
て
、
い
つ
の
間
に
い

な
く
な
っ
て
い
た
〟
そ
ん
な
風
に
で
き

た
ら
、
一
番
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
な

か
な
か
難
し
い
で
す
け
ど
ね
」

自
ら
の
経
験
か
ら
、
杉
さ
ん
は
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
こ

の
よ
う
に
話
す
。

生
ま
れ
故
郷
の
神
戸
も
、
新
潟
も
、

他
の
土
地
、
国
で
も
、「
他
人
事
」
で
は

な
い
の
だ
と
い
う
。

「
実
は
、
神
戸
以
外
に
も
１
９
９
４
年

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
震
等
、
僕
は
こ
れ

ま
で
に
大
き
な
地
震
に
3
度
遭
遇
し
て

い
ま
す
。
天
災
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
わ
か

ら
な
い
。
し

か
し
、
遠
い

場
所
の
話
で

も
な
い
し
、

他
人
事
で
も

な
い
。
明
日

は
我
が
身
で

あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人
間
は
、
絶

対
に
一
人
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。
多
く
の
人
た
ち

が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
何
一
つ
解
決
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
」

災
害
時
に
も
大
切
な
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
や
、
防
災
意
識
向
上
に
重
要

な
役
割
を
担
う
地
域
の
消
防
団
が
最
近

減
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
、
杉
さ
ん
は
懸

念
し
て
い
る
。

「
防
災
に
つ
い
て
一
言
、〝
こ
れ
は
大

事
だ
〟
と
思
う
の
は
、
地
域
の
消
防
団

で
す
」

「
最
近
で
は
、『
火
の
用
心
、
カ
チ
、
カ

チ
』
な
ん
て
い
う
見
回
り
の
声
も
聞
か
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
ね
。昔
は
、

何
か
あ
る
と
消
防
団
の
人
が
、
い
ち
早
く

駆
け
つ
け
て
く
れ
て
ね
…
。
消
防
団
は
地

域
の
安
心
で
す
。こ
れ
は
増
え
て
ほ
し
い
。

子
供
た
ち
も
、
是
非
、
消
防
団
に
参
加
し

て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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阪神・淡路大震災直後の神戸にかけつけた
杉良太郎さん（1995 年 1月 22 日）

災害時には、多くの人たちが
助け合わなければ何一つ解決
できない

写
真
提
供
：
株
式
会
社　
杉
友



ぼ う さ い      9 月号  ( 第59 号 )

政
府
は
、
毎
年
９
月
１
日
の
『
防
災
の
日
』
を

中
心
に
、
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
に
関
す
る
準

備
の
検
証
・
確
認
と
、
国
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
関
係
地
方
公

共
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
実
施
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
政
府
本
部
運
営
訓
練

総
理
官
邸
に
お
い
て
、
東
海
地
震
と
東
南
海
・

南
海
地
震
が
連
動
し
て
発
生
し
た
場
合
（
三
連

動
地
震
）
を
初
め
て
想
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣

以
下
全
閣
僚
が
参
加
し

て
、
緊
急
災
害
対
策
本
部

会
議
（
本
部
長
=
内
閣
総

理
大
臣
、
副
本
部
長
=
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）、
内
閣
官
房
長
官
）
の

訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、

国
民
へ
の
呼
び
か
け
を
総

理
大
臣
記
者
会
見
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

■
政
府
調
査
団
派
遣

訓
練東

海
地
震
を
想
定
し
た

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
の

現
地
会
場
（
静
岡
県
伊
東

市
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防

災
）
等
を
派
遣
す
る
と
と

も
に
、
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た
九
都
県
市
合

同
防
災
訓
練
の
現
地
会
場
（
千
葉
県
君
津
市
）
に
、

内
閣
府
大
臣
政
務
官
等
を
派
遣
す
る
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
政
府
現
地
本
部
訓
練

静
岡
県
と
協
力
し
、
立
川
広
域
防
災
基
地
か
ら

自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
り
、
資
機
材
、
要
員
の
搬
送
を

行
う
と
と
も
に
、
内
閣
府
副
大
臣
が
現
地
本
部
長

と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
初
め
て
本
格
的
な
東
海

地
震
（
予
知
型
）
に
お
け
る
政
府
現
地
本
部
の
開

設
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
事
務
局
、県
要
請
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
が
初
め
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

■
広
域
医
療
搬
送
訓
練

静
岡
県
と
協
力
し
、被
災
地
域
内
搬
送
拠
点（
静

岡
県
内
）
と
地
域
外
搬
送
拠
点
と
の
間
で
、
自
衛

隊
機
を
用
い
て
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
の
派
遣
、
患
者
の
搬
送
の
実
践
的
な
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

総理官邸で行われた緊急災害対策本部会議

説明を聞く菅内閣総理大臣（左）と中井内閣府特命担当大臣（防災）（右）

平成22年度総合防災訓練
～初めて「三連動地震」を想定した 
　訓練を行うなど、各地で訓練を実施～
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防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は
、『「
防
災

の
日
」
及
び
「
防
災
週
間
」
に
つ
い
て
』（
昭
和

57
年
５
月
11
日
閣
議
了
解
）
に
基
づ
き
、
災
害
時

に
お
け
る
人
命
救
助
や
被
害
の
拡
大
防
止
等
の
防

災
活
動
の
実
施
、
平
時
に
お
け
る
防
災
思
想
の
普

及
又
は
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢
献
し
、
特
に

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
又

は
個
人
を
対
象
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は

４
個
人
14
団
体
が
受
賞
し
、
９
月
２
日
に
総
理
大

臣
官
邸
で
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
は
８
個
人
10
団

体
が
受
賞
し
、
９
月
３
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
22
年
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
者

○
個
人

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

神
戸
大
学
名
誉
教
授
･
関
西
学
院
大
学
教
授

　

室
﨑　

益
輝
（
兵
庫
県
）

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

島
崎　

邦
彦
（
千
葉
県
）

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

藤
井　

敏
嗣
（
東
京
都
）

長
崎
大
学
教
授

　

髙
橋　

和
雄
（
長
崎
県
）

○
団
体

〔
災
害
現
場
で
の
顕
著
な
防
災
活
動
〕

甲
州
市
消
防
団
（
山
梨
県
）

篠
栗
町
消
防
団
（
福
岡
県
）

佐
賀
市
消
防
団
中
部
方
面
隊
第
三
支
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
賀
県
）　

諏
訪
市
消
防
団
（
長
野
県
）

山
口
県
警
察
災
害
警
備
本
部
（
山
口
県
）

福
岡
県
警
察
災
害
警
備
本
部
（
福
岡
県
）

兵
庫
県
警
察
災
害
警
備
本
部
（
兵
庫
県
）

海
上
保
安
庁
第
三
管
区
漁
船
第
一
幸
福
丸
消
息

不
明
海
難
対
策
本
部

及
び
横
浜
海
上
保
安
部
巡
視
船
い
ず
潜
水
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
）

海
上
保
安
庁
第
四
管
区
フ
ェ
リ
ー
あ
り
あ
け 

熊
野
沖
船
体
傾
斜
海
難
対
策
本
部

及
び
関
西
空
港
海
上
保
安
航
空
基
地
機
動
救
難
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
、
大
阪
府
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

北
条
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
）

社
南
地
区
防
災
ア
マ
無
線
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
井
県
）

恵
那
市
手
話
通
訳
連
絡
会　
　
　
（
岐
阜
県
）

紀
の
川
市
立
荒
川
中
学
校　
　
（
和
歌
山
県
）

丸
亀
市
川
西
地
区
自
主
防
災
会　
（
香
川
県
）

平
成
22
年
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
受
賞
者

○
個
人

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

秋
草　

直
之
（
東
京
都
）

田
中　
　

淳
（
東
京
都
）

濱
田　

政
則
（
神
奈
川
県
）

武
田　

義
彦
（
静
岡
県
）

石
井　
　

曻
（
兵
庫
県
）

衣
笠　

達
也
（
兵
庫
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

池
上
三
喜
子
（
東
京
都
）

南
部
美
智
代
（
三
重
県
）

○
団
体

〔
災
害
時
の
防
災
活
動
〕

社
会
福
祉
法
人
防
府
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
県
）

社
会
福
祉
法
人
山
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
県
）

〔
防
災
体
制
の
整
備
〕

桶
川
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
）

四
日
市
市
港
地
区
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
重
県
）

京
極
自
主
防
災
会
（
京
都
府
）

城
西
校
区
第
三
町
内
自
主
防
災
ク
ラ
ブ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
）

〔
防
災
思
想
の
普
及
〕

横
手
市
増
田
町
火
災
予
防
組
合
（
秋
田
県
）

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
千
葉
市

Ｓ
Ｌ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
千
葉
県
）

多
治
見
市
笠
原
町
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
）

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
）
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平成22年防災功労者を表彰
内閣府では平成 22 年度防災週間行事の一環として、
防災功労者（団体、個人）を表彰しました。
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9
月
3
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
３
日
間
、

内
閣
府
・
防
災
推
進
協
議
会
主
催
、
港

区
共
催
の
「
防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
が
東
京
タ

ワ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
３
日
は
、
企
業
防
災
セ
ミ
ナ
ー
「
企
業

戦
略
と
し
て
経
営
者
が
取
り
組
む
事
業
継
続
を

考
え
る
」
が
開
か
れ
、
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
や

第
一
線
の
研
究
者
を
迎
え
て
事
業
継
続
の
取
組

み
の
紹
介
や
解
説
、
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
６
時
か
ら
は
、

中
井
洽
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）、
近
衞

忠
煇
防
災
推
進
協
議
会
会
長
、
大
島
敦
内
閣
府

副
大
臣
、
野
村
茂
港

区
副
区
長
も
出
席
し
、

東
京
タ
ワ
ー
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
を

開
催
。
今
年
は
、
全

日
本
タ
ワ
ー
協
議
会

の
協
力
に
よ
り
、
８

月
30
日
か
ら
９
月
５

日
の
防
災
週
間
を
中

心
に
全
国
各
地
の
タ

ワ
ー
で
も
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
を
行
い
防
災
推

進
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

９
月
４
日
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ま

ち
づ
く
り
計
画
研
究

所
代
表
の
渡
辺
実
さ

ん
を
迎
え
た
「
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け

る
防
災
対
策
」、
そ
し

て
「
住
宅
密
集
地
に

お
け
る
耐
震
化
対
策
」

と
「
こ
れ
か
ら
の
防
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防災の動き
Disaster Management News

屋外では、東京消防庁の消防車や、災害時に仮設診療所になる
日本赤十字社の dERU コンテナを展示

「防災フェア 2010」開催
「今こそ、災害への関心を自助・共助の行動へとつなげよう！」
～あなたの行動と地域のつながりで高める都市の防災力～

点灯式では、東京消防庁音楽隊が「となりのトトロメドレー」などを演奏

東京タワー点灯式。集まった人たちのカウントダウンとともに東京タワーにライトアップ
左から、大島内閣府副大臣、中井内閣府特命担当大臣（防災担当）、近衞防災推進協議会会長、
野村港区副区長
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災
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
３
つ
の
テ
ー
マ

で
都
市
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
専
門
家
や

関
係
者
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
５
日
の
日
曜

日
は
、
小
中
学
生
や 

家
族
連
れ
等
が
気
軽

に
参
加
し
て
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、「
な

ま
ず
の
学
校
」、「
家

具
転
倒
防
止
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」、「
Ｇ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｔ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
等
、
カ
ー

ド
や
模
型
を
使
っ
た

様
々
な
防
災
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
子
供

た
ち
が
身
体
を
動
か

し
た
り
、
声
を
出
し

て
遊
び
な
が
ら
防
災

知
識
を
身
に
つ
け
る

「
ぼ
う
さ
い
ダ
ッ
ク
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
日
本
赤 

十
字
社
に
よ
る
「
救
急
法
の
実
演
」
と
「
平

成
21
年
兵
庫
県
台
風
９
号
災
害
救
護
活
動
報

告
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
防
災
情
報
機
構
会
長
の
伊
藤
和
明
さ
ん
と

N
H
K
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
中
島
裕
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
た
防
災
教
室
「
東
京
を
お
そ
う

地
震
」
で
は
、
今
後
東
京
を
襲
う
可
能
性
の
あ

る
地
震
に
つ
い
て
、
伊
藤
さ
ん
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
語
り
と
ト
ー
ク
の
イ

ベ
ン
ト
」
で
は
、
語
り
部
の
平
野
啓
子
さ
ん
と

語
り
仲
間
が
登
場
し
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
『
稲

む
ら
の
火
』
や
『
蜘
蛛
の
糸
』
の
＂
語
り
＂
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
危
機
管
理
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
国
崎
信
江
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
披
露
し
た
「
楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ

う
！
キ
ッ
ズ
防
災
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、
子
供
た

ち
や
家
族
連
れ
が
防
災
知
識
を
学
べ
る
劇
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

の
福
和
伸
夫
さ
ん
と
時
事
通
信
社
防
災
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
W
e
b
編
集
長
の
中
川
和
之
さ

ん
に
よ
る
防
災
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
の
開
催
期
間
中
、

東
京
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
や
消
防
少
年

団
一
行
、
ま
た
旅
行
で
東
京
タ
ワ
ー
展
望
台
を
訪

れ
た
観
光
客
な
ど
様
々
な
年
代
の
人
た
ち
が
会
場

を
訪
れ
、
展
示
ブ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
熱
心
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。
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防災教室（右上）講師の伊藤和明さん（防災情報機構会長）と中島裕子さん（NHKラジオキャスター）。家具転倒防止器具の模型を使った「家
具転倒防止ワークショップ」（左上）等イベントギャラリーで開かれた様々な防災ゲームコーナーでは、遊びながら楽しく防災知識を学習。
展示ブースでは、ビーカーに入れた水と砂を使った液状化現象の実験（右下）や救急法（左下）を体験。

（
撮
影　
岩
佐　
英
一
郎
）
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「
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0 

i
n 

久
屋
大
通
」
開
催

９
月
４
日
に
名
古
屋
市
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
て
「
防
災
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
０ 

i
n 

久
屋
大
通
～
災
害
に
負
け
な
い
生
き
る

力
を
蓄
え
よ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

９
月
３
日
に
「
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
～
東
海
豪
雨
10
年

目
の
誓
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
日
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
東
海
豪
雨
の
被
災
者
で
も
あ
る
胡

弓
演
奏
家
の
石
田
音
人
氏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、
テ
レ
ビ
塔

の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
と
東
海
豪
雨
の
犠
牲
者
数
と
同
じ
10
の
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
眺
め
な
が
ら
、
水
害
で
亡
く
な
っ
た
10
名
の
方
々
の
命
に

想
い
を
馳
せ
、
鎮
魂
の
祈
り
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
取
り
組

む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

４
日
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ミ
ニ
講
演

会
の
他
、
防
災
に
関
す
る
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
、

普
段
防
災
活
動
に
触
れ

る
機
会
の
少
な
い
方
々

も
、
興
味
を
持
っ
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
防
災
フ
ェ
ス
タ

で
は
、
内
閣
府
・
防
災
推

進
協
議
会
主
催
の
「
防
災

フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
と
連

携
し
、
東
京
タ
ワ
ー
と
の

中
継
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
フ
ェ
ス

タ
は
、
こ
の
夏
一
番
の
猛

暑
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

１
０
０
０
人
を
越
え
る
一

般
の
来
場
者
が
あ
り
、
大

盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー　

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
～
中
井
洽
防
災
担
当
大
臣
と
お
話
し
よ
う
～
」

平
成
22
年
度
「
子
ど
も
霞
が
関
見
学

デ
ー
（
8
月
18
日
～
19
日
）」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
防
災
担
当
大
臣
室
を
訪
れ
、
中
井

大
臣
を
囲
ん
で
防
災
に
関
す
る
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News
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地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、
救
命
救
助

率
が
極
端
に
低
く
な
る
ま
で
の
72
時
間
が
特
に

重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
そ
な
エ
リ
ア
東
京
」

の
テ
ー
マ
は
、「
72

時
間
、
ど
う
生
き

残
る
か
？
」
で
す
。

被
害
が
最
も
大
き

い
と
予
測
さ
れ
て

い
る
、
冬
の
夕
刻

の
首
都
圏
直
下
地

震
の
発
災
か
ら
避

難
ま
で
の
様
子
を

実
物
大
の
ジ
オ
ラ

マ
の
中
で
体
験
し

な
が
ら
、
携
帯
型

ゲ
ー
ム
機
を
使
っ

た
ク
イ
ズ
で
、〝
も

し
も
〟の
時
に
生
き
抜
く
コ
ツ
を
学
べ
ま
す
。
ゲ
ー

ム
機
は
貸
出
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
持
参
し
た
ニ

ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
も
使
用
で
き
ま
す
。

映
画
館
な
ど
が
併
設
さ
れ
た
駅
ビ
ル
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
体
験
ツ
ア
ー
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
地
震
が
発
生
。

ビ
ル
の
避
難
経
路
表
示
に
従
っ
て
避
難
し
ま
す
。

ビ
ル
か
ら
抜
け
出
す
と
、
停
電
で
あ
た
り
は
う

す
暗
く
、
ビ
ル
か
ら
落
ち
た
ガ
ラ
ス
が
散
乱
し
、

電
柱
が
倒
れ
る
な
ど
、
被
災
し
た
街
並
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
消
防
車
、
救
急
車
な
ど
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
響
く
中
、
落
ち
て
き
そ
う
な
看
板
や

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
、
倒
れ
た
自
動
販
売
機
、
火

災
が
起
き
た
飲
食
店
な
ど
を
避
け
な
が
ら
、
避
難

場
所
の
公
園
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
防
災
体
験
ゾ
ー
ン
の
中
に
は
、
文
章
に
よ

る
説
明
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験
者
自
身

が
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
ど
う
行
動
す
べ
き
か

を
、
自
分

で
考
え
る

こ
と
が
重

視
さ
れ
て

い
る
か
ら

で
す
。
場

内
で
出
題

さ
れ
る
ク

イ
ズ
が
、

避
難
時
に

注
意
す
べ

き
行
動
の

ヒ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
災

害
に
備
え
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
る

は
ず
で
す
。
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ご利用案内
●公園の開園時間	 午前 6時〜午後 8時
●そなエリア利用時間	 午前 9時 30分〜午後 5時	
	 （入場は午後 4時 30分まで）
●そなエリア休館日	 月曜日	
	 （月曜日が祝日の場合は開館し翌日休館）	
	 ※年末年始及び臨時休館日があります。
●入場料	 入園料・入館料無料
●ご利用に関する	 東京臨海広域防災公園　管理センター	
　お問い合わせ	 〒 135-0063 	
	 東京都江東区有明 3丁目 8番 35号	
	 TEL:03-3529-2180　	
	 FAX:03-3529-2188
●運営管理	 西武造園・NHKアートパートナーズ

防災体験学習施設　 
そなエリア東京
東京臨海広域防災公園内に今夏オープンした「そなエリア東京」で、
防災について改めて考えて見ませんか

防災の動き
Disaster Management News

「そなエリア」の実物大被災市街地ジオラマ。
全壊した古い時代の耐震基準の建物の隣には
無傷の新しい建物も展示されており、耐震補
強の必要性が分かる

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂

撮
影
：
坂
本
政
十
賜

十分に固定されていない自動販売機は転倒している

災害発生時と同じように
災害用伝言ダイヤルを 

体験できる（右）
クイズに答えていくと 

“ 生存率 ” が分かる（左）
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和
歌
山
県
北
部
、
そ
の
名
の

通
り
紀
ノ
川
沿
い
に
広
が

る
紀
の
川
市
は
、
古
く
か

ら
水
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、

住
民
の
防
災
意
識
は
比
較
的
高
か
っ

た
と
い
う
。
中
央
構
造
線
断
層
帯
に

も
近
く
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震

だ
け
で
な
く
、
活
断
層
に
よ
る
直
下

型
地
震
へ
の
備
え
も
進
ん
で
い
る
。

中
学
生
を
対
象
と
し
た
新
し
い
防
災

教
育
へ
の
取
り
組
み
が
、
紀
の
川
市

立
荒
川
中
学
校
の
「
あ
ら
か
わ
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

防
災
教
育
に
意
欲
的
だ
っ
た
前
任
の

辻
正
雄
校
長
が
、
和
歌
山
大
学
防
災
研

究
教
育
セ
ン
タ
ー
の
今
西
武
客
員
教
授

に
、
中
学
生
へ
の
防
災
教
育
の
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
校
内
放
送
を
利
用
し
た
防
災
ト
ー
ク
番

組
作
り
に
よ
る
啓
発
活
動
」
を
提
案
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

番
組
に
出
演
す
る
の
は
、
生
徒
会
の

安
全
委
員
会
に
所
属
す
る
生
徒
と
地
域

の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。
昼

休
み
の
給
食
時
間
に
合
わ
せ
た
約
５
分

の
番
組
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

災
者
の
体
験
を
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た

「
12
歳
か
ら
の
被
災
者
学
」
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
内
容
で
、
子
ど
も
が
大
人

に
問
い
か
け
る
と
い
う
形
式
を
と
り
な

が
ら
、
防
災
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
が

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

生
徒
会
の
安
全
委
員
会
の
顧
問
と
し

て
、
生
徒
た
ち
と
番
組
作
り
に
携
わ
っ

て
き
た
中
村
誠
志
教
諭
は
「
は
じ
め
は
、

台
本
づ
く
り
な
ど
が
難
し
く
、
知
識
の

18

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

ラ
ジ
オ
番
組
作
り
を
通
じ
て
、
防
災
を
学
び
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

近
い
将
来
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る 

和
歌
山
県
で
は
、
住
民
の
防
災
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
紀
の
川
市
立
荒
川
中
学
校
で
は
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ 

“
ラ
ジ
オ
番
組
＂
作
り
に
よ
る
防
災
教
育
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

第3回

和歌山大学の今西客員教授の指導を受けながら、番組録音を
行う荒川中の生徒たち（於　和歌山大学）

生徒たちと地域住民が協力して作成した防災・安全マップ
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な
い
自
分
に
は
荷
が
重
い
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
地
元
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
協
力
と
、
今
西
客
員
教
授
に
よ
る

プ
ラ
ン
づ
く
り
か
ら
実
践
ま
で
首
尾
一

貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
あ
り
、
安
心

し
て
生
徒
へ
の
指
導
に
専
念
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

２
０
０
８
年
11
月
26
日
、正
式
に「
あ

ら
か
わ
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
立
ち

上
げ
が
決
定
。
約
２
週
間
で
台
本
が
完

成
、
12
月
20
日
に
は
、
第
１
回
の
録
音

が
行
わ
れ
た
。
中
村
教
諭
に
よ
る
と
、

当
初
こ
そ
セ
リ
フ
の
読
み
間
違
い
が
続

出
し
て
、
録
り
な
お
し
も
多
か
っ
た
と

い
う
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
生
徒
た

ち
も
慣
れ
て
、
ア
ド
リ
ブ
ま
で
出
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
。

２
年
目
の
２
０
０
９
年
に
は
、
神

戸
の
被
災
者
に
対
し
て
の
出
張
取
材

や
、
地
域
の
住
民
と
と
も
に
災
害
発
生

時
に
危
険
な
場
所
な
ど
を
探
す
「
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど
を
実
施
。
ま

た
、
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
避

難
所
と
な
る
学
校
の
設
備
を
再
点
検
し

な
が
ら
、
避
難
生
活
を
想
定
し
た
調
査

を
行
う
な
ど
番
組
内
容
を
充
実
さ
せ
て

き
た
。

「
特
に
神
戸
で
被
災
者
の
体
験
を
聞

い
て
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
た
の
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
地

域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
、
地
域
の
方

と
一
緒
に
形
に
残
る
も
の
が
で
き
た
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
の
満
足
度
も
高
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
中
村
教
諭
。

２
年
目
の
活
動
が
終
わ
っ
た
時
点
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
放
送
に
係
わ
っ

た
生
徒
の
75
％
が
「
防
災
知
識
が
高

ま
っ
た
」
と
答
え
た
そ
う
だ
。
ま
た
、

56
％
が
、「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
と
い

う
意
識
が
め
ば
え
て
き
た
」
と
答
え
る

な
ど
、
確
実
に
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
放
送
の
リ
ス
ナ
ー
で
あ
る
一

般
生
徒
か
ら
も
「
分
か
り
や
す
い
」
と

い
う
意
見
が
数
多
く
聞
こ
え
て
い
る
。

中
村
教
諭
は
「
基
本
の
シ
ナ
リ
オ

は
、他
の
地
域
で
も
使
え
る
も
の
で
す
。

生
徒
た
ち
が
、
番
組
作
り
を
通
じ
て
自

ら
防
災
に
つ
い
て
学
べ
、
地
域
と
の
交

流
も
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、

他
の
学
校
に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

その地域が災害に遭った際に、考えられる被害が発生する場所や、
避難路などを示した地図のことを、何マップ、というでしょう？

（答えは　23 ページ）
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安 全委員会は、登下校時の事故防止のため
にヘルメット着用の啓発活動などを行う

委員会で、生徒に人気があるとはいえず、「あらか
わ防災ステーション」を始めるときも、くじ引き
などで偶然集まった生徒ばかりで、防災意識が高
い子どもはほとんどいませんでした。
一番大変だったのが、生徒のやる気をどう出さ
せるかでした。一度、始めてしまえば、和歌山大
学の見学や、神戸への取材など、珍しい経験ばか
りで、みんな楽しんでくれたのですが、当初は大
変でした。最初はつまらなさそうだった生徒が「将
来は放送局に入って、防災問題を取り上げたい」
と言ってくれたときは嬉しかったです。
活動の継続には新しいチャレンジが必要です。
今年も和歌山大学今西客員教授から 3年目プラン
およびオリジナルの防災ソング「ねぼすけなまず」
の提供を受けることができました。音楽の先生の協力も仰ぎながら、バンドを組ん
でロックバージョンや、合唱曲風のクラシックバージョンなど、さまざまな形のも
のをいろいろな場所で披露していきたいです。

中村　誠志（なかむら・せいじ）
和歌山県紀の川市
紀の川市立荒川中学校教諭

防  災 
ちょっとクイズ

防災リーダーの一言

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂

＜上＞神戸市では被災者の方にインタビュー
＜下＞災害時に避難所となる校内体育館で簡易トイレづくりを体験

（
写
真
提
供　

紀
の
川
市
立
荒
川
中
学
校
）
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チ
リ
津
波
の
後
、
沿
岸
各
地
で
防
潮
堤
・
津

波
防
波
堤
・
津
波
水
門
な
ど
が
建
設
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
三
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
技
術
の
確
立
で
あ
る
。
1
9
5
6

年
に
施
行
さ
れ
た
海
岸
法
に
基
づ
き
、
海
岸
施

設
築
造
基
準
が
1
9
5
8
年
に
出
来
上
が
っ
て

い
た
。

第
二
に
、
津
波
の
高
さ
で
あ
る
。
大
き
く
て

も
5
、
6
m
と
、
構
造
物
で
陸
地
へ
の
侵
入
を

防
ぐ
こ
と
が
可
能
な
高
さ

に
止
ま
っ
て
い
た
。

第
三
に
は
、
経
済
的
な

裏
づ
け
で
あ
る
。
所
得
倍

増
計
画
で
国
民
所
得
が
急

増
し
始
め
て
い
た
。

津
波
襲
来
1
ヶ
月
後
に

施
行
さ
れ
た
チ
リ
津
波
特

別
措
置
法
に
は
、「
津
波

対
策
事
業
」
と
は
「
津
波

災
害
を
防
止
す
る
た
め
の

施
設
の
新
設
又
は
改
良
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

チ
リ
津
波
緊
急
対
策

事
業
終
了
直
後
、
1
9
6
8
年
十
勝
沖
地
震
津

波
が
襲
来
し
、
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
構
造

物
で
陸
上
へ
の
浸
水
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
阻
止
で

き
た
。
津
波
は
構
造
物
で
防
げ
る
と
の
考
え
が

広
ま
る
。
し
か
し
、
明
治
・
昭
和
の
三
陸
大
津

波
の
記
憶
の
強
い
岩
手
県
は
、
さ
ら
に
堤
防
の

嵩
上
げ
を
続
け
て
お
り
、
平
成
22
年
現
在
で
も
、

ま
だ
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
38
ｍ
水
深
の

所
に
建
造
さ
れ
た
大
船
渡
津
波
防
波
堤
は
４
年

間
で
完
成
し
た
が
、
63
ｍ
水
深
の
場
所
に
作
ら

れ
昨
年
完
成
し
た
釜
石
津
波
防
波
堤
に
は
22
年

の
日
時
を
要
し
て
い
る
。

昭
和
50
年
代
、
東
海
地
震
の
危
機
が
注
意
を

ひ
き
始
め
た
こ
ろ
、
構
造
物
主
体
の
対
策
を
見

直
す
動
き
が
現
わ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
「
津
波

常
襲
地
域
総
合
防
災
対
策
指
針
（
案
）」（
建
設

省
河
川
局
・
水
産
庁
）
と
し
て
、
1
9
8
3
年

日
本
海
中
部
地
震
津
波
の
直
前
に
ま
と
め
ら
れ

た
。1

9
9
3
年
北
海
道
南
西
沖
地
震
津
波
で
は
、

奥
尻
町
青
苗
5
区
が
防
潮
壁
を
乗
り
越
え
た
津

波
で
全
滅
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
関
連
７
省
庁

が
「
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
津
波
防
災
対
策

強
化
の
手
引
き
」（
1
9
9
7
年
）
に
合
意
す
る
。

基
本
は
上
記
指
針
（
案
）
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、

防
災
構
造
物
、
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
防

災
対
策
の
三
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
対
処
し
よ
う

と
す
る
。
構
造
物
だ
け
で
は
津
波
は
防
げ
な
い

場
合
の
あ
る
事
を
、
こ
こ
で
明
確
に
認
識
し
た

の
で
あ
っ
た
。

と
は
云
え
、
発
生
頻
度
の
高
い
中
小
規
模

の
津
波
に
対
し
て
構
造
物
は
有
効
だ
が
、
構
造

物
に
特
有
の
問
題
が
あ
る
。
構
造
物
そ
の
も
の

の
劣
化
に
加
え
、
浜
が
浸
食
で
や
せ
、
風
波
が

構
造
物
内
部
の
土
砂
を
吸
い
出
す
よ
う
に
な
る

と
危
な
い
。
こ
の
結
果
、
突
然
堤
防
裏
側
が
陥

没
し
た
事
故
が
実
際
に
生
じ
て
い
る
。
50
年
、

1
0
0
年
の
間
隔
で
来
襲
す
る
津
波
に
対
し
て
、

構
造
物
の
機
能
・
強
度
を
如
何
に
維
持
し
て
い

く
か
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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1960年5月24日

チリ地震津波
過
去
の 

災
害
に 

学
ぶ
30

首
藤
伸
夫
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

大船渡湾湾口に作られた世界最初の津波防波堤
（国土交通省釜石港湾事務所のホームページより）

宮古市田老町は高さ 10 ｍの防潮堤で守られているが、
明治三陸大津波（高さ 15 ｍ）では浸水する。
（津波遡上 CG　岩手県のホームページより）

チ
リ
津
波
か
ら
50
年
、
日
本
の
津
波
対
策
の
変
化
や 

課
題
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

そ
の

3

構
造
物
主
体
の
対
策
と
そ
の
後
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災
害
時
に
、
よ
り
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た

り
、
他
か
ら
の
支
援
を
得
な
い
と
生
活
の

継
続
が
厳
し
い
状
況
に
な
る
人
た
ち
を
、
災
害
弱

者
と
か
、
災
害
時
要
援
護
者
と
い
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
妊
婦
さ
ん
や
赤

ち
ゃ
ん
、日
常
的
に
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て
い
る
方
、

あ
る
い
は
日
本
語
に
よ
る
意
思
の
疎
通
が
困
難
な

外
国
人
な
ど
を
指
し
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
十
分

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。
健
常
者
で
あ
る
私

た
ち
も
、
災
害
時
に
は
簡
単
に
災
害
弱
者
や
災
害

時
要
援
護
者
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

前
回
本
誌
で
紹
介
し
た
「
目

黒
メ
ソ
ッ
ド
」
を
二
回
、
三
回

と
や
っ
て
も
ら
え
る
人
に
、
私

は
次
の
よ
う
な
条
件
を
つ
け

ま
す
。

「
あ
な
た
は
、
眼
鏡
し
て
い

る
ね
。
君
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
で
す
か
？　

そ
の
眼
鏡
や
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
揺
れ
の
な

か
で
紛
失
し
、
被
災
屋
内
の
中

で
ス
ペ
ア
が
見
つ
か
ら
な
い
。

そ
う
い
う
条
件
で
も
う
一
度
目

黒
メ
ソ
ッ
ド
の
マ
ス
を
埋
め
て

み
て
下
さ
い
。
君
は
右
腕
を
骨

折
し
た
と
い
う
条
件
で
、
君
は

左
足
を
く
じ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
条
件
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。」

そ
う
す
る
と
、
自
分
は
健
常
者
だ
と
い
う
意
識

し
か
な
い
人
が
、
ま
っ
た
く
違
う
状
況
に
置
か
れ

る
こ
と
に
初
め
て
気
づ
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
防
災

に
お
い
て
は
、
健
常
者
が
常
に
健
常
者
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
認
識
、「
健
常
者
イ
コ
ー
ル

潜
在
的
災
害
弱
者
」、「
健
常
者
イ
コ
ー
ル
潜
在
的

災
害
時
要
援
護
者
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、
災

害
状
況
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
見
え
て
く

る
世
界
が
変
わ
り
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の

福
祉
対
策
と
防
災
対
策
と
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

の
合
理
性
や
有
効
性
な
ど
に
も
気
づ
か
れ
る
で

し
ょ
う
。

個
人
の
持
つ
二
面
（
多
面
）
性
を 

認
識
す
る

目
黒
メ
ソ
ッ
ド
を
と
お
し
、自
分
の
も
つ
「
社

会
的
な
顔
と
私
的
な
顔
」、「
つ
く
っ
て
あ
げ
る

側
と
つ
く
っ
て
も
ら
う
側
」、「
情
報
を
出
す
側

と
受
け
る
側
」
な
ど
の
二
面
（
多
面
）
性
に
気

づ
き
ま
す
。
自
分
は
「
守
っ
て
も
ら
う
側
」
と

考
え
て
い
る
大
多
数
の
市
民
も
、
家
に
子
ど
も

と
自
分
し
か
い
な
い
時
間
帯
に
地
震
に
襲
わ
れ

れ
ば
、
自
分
が
「
守
る
立
場
」
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
の
で
す
。

防
災
に
関
係
す
る
人
た
ち
も
同
様
で
す
。
職

員
と
し
て
住
民
を
守
る
側
に
あ
る
時
間
を
「
一

日
八
時
間
勤
務
、週
休
二
日
、そ
の
他
の
休
暇
…
」

と
考
え
て
い
く
と
、
防
災
関
係
者
の
顔
で
い
る

時
間
は
、
自
分
の
も
つ
時
間
全
体
の
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
り
、
残
り
八
割
の
時
間
は
別

の
顔
で
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
他

の
住
民
同
様
に
被
災
す
る
可
能
性
と
、
防
災
職

員
と
し
て
活
動
で
き
な
い
状
況
の
多
さ
を
実
感

す
る
の
で
す
。

自
分
自
身
が
負
傷
し
た
場
合
、
幸
い
に
し
て

自
分
は
大
丈
夫
で
も
自
宅
が
倒
壊
し
た
り
、
家

族
が
負
傷
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
な
ど
、

い
く
ら
で
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

発
生
時
間
と
時
季
で
変
わ
る
被
害

ま
た
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
時
間
的
な

要
因
で
す
。
季
節
や
曜
日
、
発
生
時
刻
の
違
い
に

よ
っ
て
、
結
果
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
夏
の
地

震
か
、
冬
の
地
震
か
、
季
節
に
よ
っ
て
自
分
の
服

装
や
靴
も
変
わ
る
し
、
被
害
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
衣
食
住
す
べ
て
の
面
で
の
対
応
も
違
っ
て
き

ま
す
。
朝
の
地
震
な
の
か
夕
方
の
地
震
な
の
か
で

も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。地
震
の
後
に
一
〇
時
間
、

明
る
い
時
間
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
暗
い
時
間
が

待
っ
て
い
る
の
か
で
は
、
災
害
対
応
の
条
件
は
大

き
く
違
う
わ
け
で
す
。

徹
底
し
た
当
事
者
意
識
や
個
人
と
し
て
の
多

面
性
の
理
解
、「
健
常
者
＝
潜
在
的
災
害
弱
者
」

を
認
識
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
帯
や
場
所
に
い

る
と
き
の
緊
急
地
震
速
報
の
活
用
法
を
考
え
、

事
前
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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間違いだらけ 
の防災対策

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
都
市
基
盤
安
全
工
学

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
大
学
院
情
報
学
環
総
合

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

目
黒 

公
郎
（
め
ぐ
ろ
・
き
み
ろ
う
）

1
9
9
1
年
東
大
大
学
院
博
士
修
了
、
2
0
0
4
年

よ
り
現
職
。「
現
場
を
見
る
、
実
践
的
な
研
究
、
最
重

要
課
題
か
ら
タ
ッ
ク
ル
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
防
災
戦
略
研
究
に
従
事
。

「
健
常
者
は 

潜
在
的
災
害
弱
者
」 

誰
も
が
簡
単
に
災
害
弱
者
に 

な
る

自分の服装（靴）

間違いだらけ 
の防災対策

第4回
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Q高
齢
者
の
世
帯
で
は
な
に
か
と

物
が
多
く
、
た
ん
す
の
上
に

物
を
積
み
上
げ
て
い
る
と

い
っ
た
危
険
な
環
境
に
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
も
、
そ
れ
が
寝
室
や
居
間
で
あ
る

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
っ
さ
に
機
敏
な
行
動

が
取
れ
な
い
、
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
状
況

を
踏
ま
え
、
日
ご
ろ
か
ら
極
力
物
を
少
な
く
し
、
よ
く

使
用
す
る
部
屋
（
寝
室
、
居
間
、
台
所
な
ど
）
は
安
全

な
空
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
生
活
で
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
で
食
事
制

限
が
必
要
な
人
や
、
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
た
人
は
配

給
さ
れ
た
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

必
要
な
栄
養
素
を
摂
取
で
き
ず
、
免
疫
が
低
下
し
体
調
を

崩
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
が
食
べ
る
こ
と
の
出
来
る

非
常
食
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
仮
設
ト
イ
レ
が
屋
外
に
あ
り
、
常
に
長
蛇

の
列
で
使
い
勝
手
も
よ
く
な
い
と
い
う
劣
悪
な
環
境
で

あ
っ
た
た
め
、
水
分
摂
取
を
控
え
て
し
ま
い
、
血
が 

濃
く
な
っ
て
血
管
を
詰
ま
ら
せ
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
る
「
脱
水
症
状
」
に
な
っ
た
人
も
い

ま
し
た
。
ト
イ

レ
を
気
に
せ
ず

に
水
分
を
摂
取

で
き
る
よ
う
、

災
害
用
ト
イ
レ

を
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
が
大
切

で
す
。

他
に
も
、
義

歯
ケ
ー
ス
を
持

ち
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
ず
っ

と
装
着
し
続
け

口
の
中
が
不
衛

生
に
な
り
、
誤

嚥
性
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
普
段
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
（
義
歯
ケ
ー
ス
、
補
聴
器
、
杖
、

老
眼
鏡
、
常
服
薬
な
ど
）
は
予
備
を
し
っ
か
り
用
意
し

ま
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

ないと不自由だったハブラシ 　
（20 代 女性）

防災袋というと、例えば水とか、トイレで使うものとか
を思い浮かべますが、そういうものの中には、避難所に行
けば支給されるものもあって、意外にタオルとかハブラシ
がほしかったなと思います。お金はいったん避難してしま
えばそこから出られないので、すぐに使うことはありませ
んでした。

でも、ハブラシって、ないとすごくストレスになるんで
すよね。会社の同僚にも、ハブラシを買い忘れて、近くのお
店まで戻ったおかげで、水がついた道路の渋滞にはまってし
まって、帰ってくるのに 1 時間かかった人がいましたよ。

通常あること
があたりまえな
ものは、ちょっ
としたものでも、
ないとすごく不
自由を感じるも
のですね。避難
する時に、自分
の場合は何が絶
対必要なんだろ
うと、考えてお
いたほうがいいなと思いました。 

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

高齢者自身はどのような 
備えをすればいいですか？

体力や行動の特性を考えた 
安全な環境を作る。 
また、高齢者がかかりやすい 
震災時の疾患を知り、予防の 
ための備えを見直しましょう。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 14回

イラスト：井塚 剛

平成 18 年梅雨前線による豪雨（平成 18 年 7月）





③横浜マリンタワー
（神奈川県）

⑪別府タワー
（大分県）

⑥ツインアーチ１３８
（愛知県）

⑤名古屋テレビ塔
（愛知県）

④クロスランドタワー
（富山県）

⑧京都タワー
（京都府）

⑦通天閣
（大阪府）

⑩海峡ゆめタワー
（山口県）

⑨神戸ポートタワー
（兵庫県）

①さっぽろテレビ塔
（北海道）

②東京タワー
（東京都）

9月3日　日没 〜 24:009月3日　18:30 〜9月3日　19:00 〜 21:00  ※

8 月21日、22 日  ※

9月3日　18:30 〜ライトダウン

8月30日〜 9月5日
8月30日〜 9月5日
日没〜 23:00

9月3日
20:00 〜 21:00 ライトダウン  ※9月1日　日没〜 22:00  ※

9月3日　18:45 〜

9月3日　19:00 〜 25:00

協力：全日本タワー協議会

1

11

2
3

4

567
8910

8 月 30 日から 9 月 5 日までは防災週間です（昭和 57 年閣議
了解）。この期間を中心に、全国各地で、国民の防災意識の
高揚と、防災知識の普及・啓発のための様々な取組みが行わ
れ、この防災週間の主要行事として、内閣府・防災推進協議
会主催で、9 月 3 日から 5 日まで「防災フェア 2010」を開
催しました。
　また、「ライトアップでつなげよう防災の輪」をテーマに
全日本タワー協議会の協力により全国各地において防災推進
ライトアップ・ライトダウンが行われました。
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※
印
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あ
る
写
真
は
当
日
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
撮
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内
閣
府(

防
災
担
当
））
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